
「斐伊川水系の減災に係る取組方針」及び
「斐伊川水系中海沿岸の減災に係る取組方針」に基づく

令和４年６月２１日

資料－４

「水防災意識社会再構築ビジョン」

【説明用】

斐伊川水系中海沿岸の大規模水害に関する減災対策協議会

米子市、境港市、松江市、安来市、鳥取県、島根県、
松江地方気象台、国土交通省中国地方整備局

斐伊川水系大規模氾濫時の減災対策協議会

松江市、出雲市、雲南市、島根県、松江地方気象台、
国土交通省中国地方整備局

進捗状況確認資料



■概ね５年で達成すべき目標

斐伊川治水３点セットの早期完成に向け事業推進を図りつつ、
大規模水害に対し、天井川、連結汽水湖の氾濫特性を踏まえ
たハード・ソフト対策を推進し、「逃げ遅れゼロ」、「社会経済被
害の最小化」を目指す。

■目標達成に向けた３本柱の取組
目標達成に向け以下の取組を実施。

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
②天井川や湖沼の氾濫特性に応じた効果的な水防活動
③長期化する浸水を一日も早く解消するための排水対策

※大規模水害・・・・・想定最大規模降雨における洪水氾濫による被害
※逃げ遅れ・・・・・立ち退き避難が必要なエリアからの避難が遅れ孤立した状態
※社会経済被害の最小化・・・・・大規模水害による社会経済被害を軽減し、早期に再開できる状態

減災のための目標 （斐伊川水系大規模氾濫時の減災対策協議会）
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■概ね５年で達成すべき目標

斐伊川治水３点セットの早期完成に向け事業推進を図りつつ、
大規模水害に対し、中海の氾濫特性を踏まえたハード・ソフト対
策を推進し、「住民の防災意識の向上」、「浸水被害の最小化」
を目指す。

■目標達成に向けた３本柱の取組
目標達成に向け以下の取組を実施。

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
②中海の浸水特性に応じた効果的な水防活動及び施設運用の取組
③予測しづらい高潮への対応能力を高める取組

※大規模水害 ・・・想定し得る最大規模の降雨に伴う洪水や高潮氾濫による被害
※防災意識の向上 ・・・洪水のみならず高潮や内水への危機察知能力を向上させる
※浸水被害の最小化 ・・・大規模水害による浸水被害を軽減し、早期に生活を再開させる

減災のための目標
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（斐伊川水系中海沿岸の大規模水害に関する減災対策協議会）



概ね５年で実施する取組

3



概ね５年で実施する取組
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概ね５年で実施する取組

再 掲
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概ね５年で実施する取組
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再 掲



概ね５年で実施する取組
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再 掲



○堤防整備（浸透対策、パイピング対策、流下能力対策）

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

8

出雲河川事務所斐伊川１

遮水矢板

遮水シート

ドレーン工

川表側からの
浸透抑制

堤体内の
浸潤面を低下

【堤防強化対策工法イメージ】

堤防整備 15.2k 15.8k 堤防整備

①

②

：実施済み

：実施中

：今後実施

船津地区：左岸14.7k～15.3k
（うち200m整備済）

出西地区：右岸15.5k～17.7k
（うち1,000m整備済）

整備実施箇所及び整備の内容

上出西地区整備状況17.6k付近



○流下能力の適切な維持

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

9

出雲河川事務所斐伊川１

河川内の土砂を撤去し、必要な流下能力を適切に維持します。

令和２年１１月撮影

宍道湖

灘橋

瑞穂大橋

R３浚渫箇所

R３掘削箇所



○中海湖岸堤整備

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

10

出雲河川事務所中海１

河川整備計画において、整備箇所と優先順位（短期・短中期・中期）を定め、高潮による浸水被害の防止を図るための堤防整備を実施し、早

期に安全性の向上を図ります。令和２年度に短期整備が完了し、今後の予定としては、短中期整備箇所に加えて過去に浸水実績のある箇所

の湖岸堤整備を実施します。
【R４整備箇所】

貯木場北地区

大海崎（下流）地区



○河川のリアルタイム映像の提供設備の整備及び避難行動等に資する水位予測等の精度向上

○ 令和元年９月１１日より、災害の切迫感を分かりやすく伝える取組みの一つとして、上流から下流まで連続的に洪水の危険度が分かる「水害リス
クライン」による水位情報の提供を開始しました。

○ 「水害リスクライン」は、概ね２００ｍ毎の水位の計算結果と堤防高との比較により、左右岸別に上流から下流まで連続的に洪水の危険度を表示
することが可能となります。

○ 自分がいる付近の川の危険度が明確となるので、迫り来る洪水の危険を自分の事こととして認識し、

避難行動をとるきっかけとなることが期待されます。

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

出雲河川事務所共通１

◆水害リスクライン～洪水危険度の見える化～

※計算値により危険度を評価していることから、「水害リスクライン」が示す河川の状況は、実際の状況と異なる場合があります。

水位観測所の水位で代表して、

一連区間の危険度を表示

宍道湖

斐伊川

神戸川
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https://frl.river.go.jp

二次元コード

※破堤地点毎の浸水想定区域等が確認
できます。

カメラ画像（ポップアップ）

浸水想定区域図

観測所水位（ポップアップ）

表示イメージ

×



■事業概要
⑴ 防災ラジオの整備

「防災行政無線親局」とコミュニティＦＭを連携させる整備を行ない、誰でも手持ち・市販
のラジオで防災行政無線放送が受信可能な環境を構築した。

⑵ 自動起動機能付き防災ラジオの製造・貸与
ＦＭ電波による市の防災情報の受信により自動的に電源が入る「自動起動機能付き防

災ラジオ」を製造し、指定避難所や地域防災関係者に無償貸与するとともに、一般世帯、
事業所及び自治会に対する有償貸与を実施した。（現在も継続して募集している。）

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

○防災情報の周知徹底
防災ラジオ整備事業の実施
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中海２ 米子市



避難スイッチモデル事業（令和４年度）

避難スイッチとは︖

事業実施の流れ

【令和４年度予算要求︓⽀え愛マップ作成推進事業】 620千円（県社協委託）
⽀え愛マップづくりの過程で希望する地域に避難スイッチに関する助⾔等を受ける経費

避難⾏動を起こすきっかけとする⽬安を、住⺠⾃ら決める取り組み
※令和元年度「防災避難対策検討会」の提⾔を受け、R２年度から実施。

対象の拡⼤（令和３年度）

【スイッチの具体例】
①情報系︓（市町村が発出する）避難準備・⾼齢者等避難開始
②⽬で⾒る⾝近な異変︓〇〇川の⽔位が避難判断⽔位に到達
③⼈からの呼びかけ︓LINEによる〇〇さんからの連絡

⼤字単位を範囲とした地区のほか、浸⽔想定区域内等にある要配慮者利⽤施設を対象とする。
※市町村には掘り起こしや実施協⼒を依頼。また、施設所管課にも掘り起こしの協⼒を依頼。
※⼤路川流域の⾃治会や要配慮者利⽤施設も対象とし、取組を展開。（⿃取市とも連携）

①基本情報の整理（地区の概要、懸念されるハザード等）⇒②実施地区の決定
⇒③ワークショップの開催 ⇒④まちあるきの実施 ⇒⑤避難スイッチの決定 ⇒⑥訓練等による検証

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

中海２ 鳥取県
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地域防災リーダーの育成（安来市）①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

○防災情報の周知徹底

中海２ 島根県

県ホームページ（トップ） 考える県政

島根県民会館

令和３年５月２０日、６月５日

日本海テレビ「しまね家の回覧板」
令和３年７月８日

ラジオ（エフエム山陰、山陰放送）

令和３年７月８、９日

出典：令和３年５月２０日 山陰中央新報「考える県政」
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①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

松江地方気象台共通２

記録的短時間⼤⾬情報の改善
 （記録的短時間⼤⾬情報）⼤⾬警報発表中に、現在の降⾬がその地域にとって⼟砂災害や浸⽔害、中⼩河川の
洪⽔災害の発⽣につながるような、稀にしか観測しない⾬量であることを伝えることで、どこで災害発⽣の危険度が⾼まっ
ているかを「危険度分布（愛称︓キキクル）」で確認し、⾃主的な安全確保の判断を促すもの。

 （改善のポイント）当該市町村が警戒レベル４相当の状況となっている場合にのみ発表することで、災害発⽣の危険
度が急激に上昇し、速やかな安全確保が必要な状況となっていることを適切に伝えられるように改善。

大雨警報を発表中に、記録的
短時間大雨情報の基準に到達
したときに発表。

キキクルで「非常に危険」（警戒レベル４相当）
以上が出現し、且つ記録的短時間大雨情報
の基準に到達したときにのみ発表する。

これまで 改善後
災害発⽣と
結びつきが強
い情報に改
善

【令和3年6月8日～】

土砂キキクル解析雨量
猛烈な雨を解析。
記録的短時間大雨情報を発表。

00時10分

しかし、「非常に危険」は出現せず、災害も発生せず。

浸水キキクル 洪水キキクル

苫小牧市

00時10分 00時10分 00時10分

令和元年11月12日の胆振地方の例

「キキクル」の危険度を発表条件に加えることで、災害発⽣の危険度が急激に上昇し、速やかな
安全確保が必要な状況となっていることが伝わるように改善。

○防災気象情報の改善（令和3年度実施）
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①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

松江地方気象台共通２

【令和3年6月8日～】

○防災気象情報の改善（令和3年度実施）

「キキクル（危険度分布）」通知サービスの細分化
 住⺠の⾃主的な避難の判断によりつながるよう、「キキクル」の通知サービスについて、政令指定都市に
ついては、よりきめ細かい区単位でも通知を開始。

改善の方向性

 危険度通知サービスの通知単位の細分化も含めた検討。

 政令指定都市については、よりきめ細かい区単位でも通知を開始。

 併せて、1kmメッシュの「キキクル」そのものを活用した、きめ細かな通知についても促進。

 市町村における避難指示の発令単位の検討に気象台も積極的に協力し、準備が整った地域から

発令単位等に合わせて市町村をいくつかに細分した通知を開始。（中長期的に検討を進める）

これまで 改善後のイメージ
市町村の避難指⽰の
発令単位等に合わせて
市町村をいくつかに
細分した通知の提供
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警戒レベルと対応した⾼潮警報等に改善

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

松江地方気象台共通２

【令和3年6月8日～】

○防災気象情報の改善（令和3年度実施）

 ⾃治体や住⺠が⾼潮警報のみで避難が必要とされる警戒レベル４に相当しているかを判断できるよう、
暴⾵警報発表中の「⾼潮警報に切り替える可能性が⾼い注意報」は⾼潮警報として発表するよう改善。

 高潮災害からの避難は、潮位が上昇する前に暴風で避難できなくなるため、高潮警報のみでは

判断できず、暴風警報も考慮した判断が必要とされている。

平成30年台⾵第21号の例

⾼潮からの避難が必要な状況であることがより明確に伝わるようになり、より安全な
タイミングで住⺠が避難することが可能に。

改善
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①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

松江地方気象台共通２

○防災気象情報の改善（令和3年度実施）

線状降⽔帯がもたらす降り続く顕著な⼤⾬への注意喚起
●背景 〜なぜ始めるのか〜

毎年のように線状降⽔帯による顕著な⼤⾬が発⽣し、数多くの甚⼤な災害が⽣じています。この線状降⽔帯による⼤
⾬が、災害発⽣の危険度の⾼まりにつながるものとして社会に浸透しつつあり、線状降⽔帯による⼤⾬が発⽣している場
合は、危機感を⾼めるためにそれを知らせてほしいという要望があります。

● 位置づけ 〜情報のコンセプト〜
⼤⾬による災害発⽣の危険度が急激に⾼まっている中で、線状の降⽔帯により⾮常に激しい⾬が同じ場所で降り続い

ている状況を「線状降⽔帯」というキーワードを使って解説する情報です。
※ この情報は警戒レベル相当情報を補⾜する情報です。警戒レベル４相当以上の状況で発表します。

○○地⽅、○○地⽅では、線状降⽔帯による⾮常に
激しい⾬が同じ場所で降り続いています。命に危険が
及ぶ⼟砂災害や洪⽔による災害発⽣の危険度が急激
に⾼まっています。

⼤⾬災害発⽣の危険度
が急激に⾼まっている線
状降⽔帯の⾬域

線状降⽔帯に関する情報のイメージ 線状降⽔帯に関する情報を補⾜する図情報
のイメージ（令和3年7⽉7⽇の例）顕著な⼤⾬に関する〇〇県気象情報

※ 「⾬雲の動き」（⾼解像度
降⽔ナウキャスト）の例。

※ この情報により、報道機関や気象キャスター等が「線状降⽔帯」というキーワードを⽤いた解説がしやすくなることが考えられます。
既存の気象情報も含めて状況を的確にお伝えすることにより、多くの⽅々に⼤⾬災害に対する危機感をしっかり持っていただくことを期待します。

【令和3年6月17日～】
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①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

松江地方気象台共通２

【令和3年6月1日～】

○防災気象情報の改善（令和3年度実施）

指定河川洪⽔予報の改善
 （指定河川洪⽔予報）河川の増⽔や氾濫などに対する⽔防活動の判断や住⺠の避難⾏動の参考となるよう、国ま
たは国と都道府県が共同で、あらかじめ指定した河川について、区間を決めて⽔位または流量を⽰して⾏う洪⽔の予報。

 （改善のポイント）国管理河川における指定河川洪⽔予報の⽔位または流量の予測時間を、従来の３時
間先から６時間先までに延⻑する改善を実施。
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①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

松江地方気象台共通２

【令和3年出水期】

○防災気象情報の改善（令和3年度実施）

【令和4年出水期】防災気象情報と警戒レベルとの対応
 【令和３年出⽔期〜】 警戒レベル5に「災害の切迫」がある状況も含まれることに伴い、引き続き⼤⾬特別警報を警戒
レベル５相当として位置付け、警戒レベル５「緊急安全確保」の発令基準例として「避難情報に関するガイドライン」に
記載する。

 【令和４年度以降】 新たな⼤⾬特別警報の基準値への到達を⽰す「キキクル（危険度分布）」の「災害切迫(仮)」
（⿊）を警戒レベル５相当に位置付けるとともに、警戒レベル４が避難指⽰に⼀本化されることを踏まえ、「キキクル（危
険度分布）」の警戒レベル４相当も「危険(仮)」（紫）に⼀本化する。

※1 避難指⽰（緊急）の発令基準。技術的な改善を進めた段階で、警戒レベルへの位置付けを改めて検討。
※2 市町村⻑は警戒レベル５の災害発⽣情報の発令基準としては⽤いない。
※3 重⼤な災害の起こるおそれが著しく⾼まっている場合に発表し、何らかの災害がすでに発⽣している可能性が極めて⾼い。 20



①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

松江地方気象台共通２

【令和3年6月3日～】

○防災気象情報の改善（令和3年度実施）

防災情報提供システムでキキクル(危険度分布)のメール通知を開始

 災害種別
⼟砂災害、浸⽔害、洪⽔⼜はそれらを総合した危険度のうち、受信
したいものだけを選択可能

 危険度
早期注意情報以上、「注意」（⻩⾊）以上、「警戒」（⾚）以上、「⾮常
に危険」（うす紫）以上、「極めて危険」（濃い紫）以上のいずれか

 配信対象地域
⼆次細分区域単位⼜は⼀次細分区域単位で設定可能

 ⼤⾬時の防災対応に役⽴てていただくことを⽬的として、防災情報提供システムによるキキクル
（危険度分布）のメール通知※を開始。

 警報・注意報のメール通知と同様の仕組みで受信設定ができ、受信したい災害種別や危険度を⾃分で好きな
ようにカスタマイズすることができます。

受信設定可能な条件

※ キキクル(危険度分布)の通知サービスについては、以下のリンク先に記載の５つの事業者でも実施しています。
各社のアプリ等の仕様により通知の条件が異なる場合がありますので、詳しくは各社の説明をご覧ください。

http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/ame_push.html

受信設定画⾯のイメージ

21



国土交通省中国地方整備局による斐伊川水系浸水想定区域図の修正並びに国土交通省
出雲河川事務所及び島根県による神戸川（馬木町より上流部）の浸水想定図の公表、
令和３年５月の災害対策基本法の一部改正による避難指示への一本化など、防災ハザー
ドマップを最新の情報に更新し、令和３年８月に全戸配布した。
また、ハザードマップを活用し、出前講座や地区防災訓練等において周知した。

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■想定最大規模降雨における浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等

斐伊川２、共通４ 出雲市

22



平成２８年１１月２２日（火） 水害に関しての防災教育を実施

■避難確保計画作成を支援するため説明会を開催

【概要】
○開催日：令和４年１月１７日、２１日
○参加施設：６３施設（小学校１４校については別途説明会を実施）

○会場：安来市役所防災研修棟
○内容：計画の作成方法や避難訓練の実施・報告義務等について説明

（不参加の施設については個別に説明・助言）

○洪水浸水想定区域内の要配慮者（社会福祉施設等）利用施設の管理者が策定する避難
計画作成等の支援や定住外国人等を対象とした避難情報の提供、避難訓練の実施支援

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■想定最大規模降雨の浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等

共通３ 安来市

23



平成２８年１１月２２日（火） 水害に関しての防災教育を実施

令和３年７月大雨災害の際に外国人向けの防災情報を発信した。

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■多様な主体による被害軽減対策

24

共通３ 出雲市

外国人向けの出雲市公式フェイス
ブック「Curta Izumo」により、広報誌

掲載の告知事項などをポルトガル語、
英語、やさしい日本語で発信しており、
防災情報の発信に加え、様々な行政
情報を積極的に発信している。

※Curta Izumoとは、ポルトガル語で
「いいね 出雲」という意味です。



○想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図に基づくハザードマップを更新し、洪水浸
水想定区域内の各戸へ配付

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■想定最大規模降雨における浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等

共通４ 境港市

・ 令和３年３月にハザードマップの一部修正を実施。
・ 修正したハザードマップは、４月の市報に折り込み全戸配布及び公民館・ホームページ
に掲載。出前講座等により継続した周知を行う。

25



○想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図に基づくハザードマップを作成し、各戸・
事業所等へ配付

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■想定最大規模降雨の浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等

共通４ 安来市

■令和４年３月にハザードマップを更新、４月に市内各戸、交流センター、要配慮者利用施設等に配付
及びホームページに掲載

■出前講座やケーブルテレビ、小中学校の防災学習などで、継続してハザードマップの周知を図る。

26



雲南市防災WEB版ハザードマップ

○想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図に基づくハザードマップを作成し全戸配布
したほか、市ホームページ上に公開し、継続して住民への周知を行った。

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■想定最大規模降雨における浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等

・令和４年３月に雲南市防災ハザードマップを更新。河川の浸水想
定区域、土砂災害警戒区域及び特別警戒区域を掲載した各地区
毎の大判図を作成し、４月に全戸配布。

・防災に必要な情報を地図に重ねて閲覧することができる「雲南市
防災WEB版防災ハザードマップ」を作成し公開。
パソコンやスマートフォンから土砂災害の危険箇所、河川の浸水
想定区域、避難所など最新の情報を住宅地図や航空写真に重ね
て閲覧することが可能。

27

共通４ 雲南市

雲南市防災ハザードマップ



①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■多様な主体による被害軽減対策

出雲河川事務所共通５

28

○斐伊川タイムラインは、平成３１年（２０１９年）３月に
策定されて以来、令和元年度は４回、令和２年度は２回、令
和３年度は５回の運用がされました。

○令和３年度は、７月梅雨前線（２回）、８月台風第９号、
８月前線、９月台風第１４号の計５回で、タイムラインレベ
ル４までの運用でした。

○令和３年度は、出水期前に担当者会議を開催しました。
なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から書面形式による開催としました。

■日 時：令和３年６月２２日（火）
■場所等：書面形式による開催
■内 容

・斐伊川タイムライン（２０２１年度版）の内容（２０２０年度版からの修正箇所）
及び運用方法の確認

・令和２年２月に開催されたタイムライン担当者会議で出された意見に対する
方針の確認

◆斐伊川タイムライン2021版（令和3年4月）

※R2振り返りの意見等を反映

令和３年度 タイムライン会議等

令和３年度 タイムラインの運用状況

○河川管理者、沿川自治体、住民、交通サービス道路管理者等と連携したタイムラインの策定・運用



○ 令和２年度、令和３年度及び令和４年度はコロナウイスル感染拡大防止のため開催を中止した。

消防団によるシート張り工

ホットライン演習

災害対策協力会による出雲結い 一般参加による積土のう講習会

出雲河川事務所長

雲南
市長

日 時：令和元年6月2日（日）9:00～12:00
開催場所：雲南市三刀屋町地先（下熊谷大橋上流）

内 容：被害を最小限にとどめるための水防活動において必
要となる代表的な水防工法の習熟を重点に、本番さ
ながらの訓練を行い、また、被災現場での活躍が注
目されている「排水ポンプ車」「照明車」の設営演習を
実施した。

演習工法：月の輪工、シート張り工、木流し・竹流し工、積み土
のう工、改良積み土のう工、釜段工、出雲結い工、洗
掘防止応急対策工、排水ポンプ車・照明車設営他

令和元年度 斐伊川水防演習（雲南市）

【参加機関】

水防演習開会式

洪水から我がまちを守ろう ～平成28年度斐伊川水防演習を開催～①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■多様な防災活動を含むタイムラインの作成

出雲河川事務所斐伊川３

○避難指示に着目したタイムラインに基づく、より実践的な総合水防訓練
（斐伊川水防演習）の実施について

29

出雲市水防団

松江市消防団（水防隊）

雲南市水防団

雲南市消防本部

出雲市

松江市

雲南市

島根県

島根県出雲県土整備事務所

島根県雲南県土整備事務所

気象庁松江地方気象台

国土交通省松江国道事務所

斐伊川水系災害対策協力会

中国地方防災エキスパート島根県内事務局

国土交通省出雲河川事務所

参加人数 約３１０人



平成２８年１１月２２日（火） 水害に関しての防災教育を実施①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
■多様な主体による被害軽減対策

30

共通６ 出雲市

訓練名 ：出雲市防災訓練
実施日 ：令和３年９月１日（水）
場 所 ：出雲市役所本庁大会議室、

くにびき大ホール
災害想定：大雨による土砂災害

令和３年７月大雨災害における課題・
検討事項の改善・工夫を検証する目的で、
災害対策本部運営訓練、指定避難所の運
営・物資の調達訓練、情報共有訓練を実
施した。
陸上自衛隊出雲駐屯地、国土交通省出

雲河川事務所、島根県出雲県土整備事務
所等関係７機関にリエゾンとして参加い
ただき、情報共有の手順を確認した。

出雲市防災訓練にて、災害通報の適切な処理、庁内・地区災害対策本部・リエゾン・関係機関との
情報共有訓練を実施した。



○「川の防災情報」や地上デジタル放送のデータ放送の活用促進のための周知

・洪水予報連絡会・水防連絡会：令和３年６月２１日 資料の配付・確認よる書面形式による開催
・出前講座：令和３年７月３１日 出雲市高松地区

地上デジタル放送

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及

31

出雲河川事務所共通７

洪水予報連絡会や水防連絡会において、「川の防災情報」や地上デジタル放送のデータ放送の活用促進のた
めの周知を行った。

川の防災情報（情報マルチモニタ）



■日 時：令和３年１１月１４日（日）
■会 場：米子市立彦名小学校
■対 象 者：米子市立彦名小学校５年生、６年生
■概 要：彦名小学校で行われた避難訓練に先立ち、５・６年生の児童を対象に防災知

識や避難要領などについて授業を実施した。

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及

○小学生を対象とした防災出前講座・避難訓練支援

32

共通８ 米子市

防災知識啓発



平成２８年１１月２２日（火） 水害に関しての防災教育を実施

○小中学校などと連携した斐伊川水系の洪水の特徴を踏まえた水害（防災）教育の拡充【斐伊川】
○小中学校などと連携した中海沿岸の水害の特徴を踏まえた防災教育の普及、充実【中海】

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及、共助の仕組みの強化

33

共通８ 松江市

市内小学校等への防災出前授業の実施

○日 時：令和３年６月２２日（火）、７月１３日（火）
９月２４日（金）、１０月１９日（火）

参加者：鹿島東小学校５年生１８人

○日 時：令和３年９月２２日（水）
参加者：佐太小４年生１１人
コロナ禍のためリモート授業

○日 時：令和３年９月３０日（木）
参加者：竹矢小４年生５０人
コロナ禍のためリモート授業

○日 時：令和３年１０月１２日（火）
参加者：中央小４年生５５人
コロナ禍のためリモート授業

○日 時：令和３年１２月２０日（月）
参加者：島大附属義務教育学校４年生６０人

6月22日（火）鹿島東小5年生授業の様子

防災教育普及のため⼩中学校へ出前授業を実施
している。



平成２８年１１月２２日（火） 水害に関しての防災教育を実施

○小中学校などと連携した斐伊川水系の洪水の特徴を踏まえた水害（防災）教育の拡充【斐伊川】
○小中学校などと連携した中海沿岸の水害の特徴を踏まえた防災教育の普及、充実【中海】

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及、共助の仕組みの強化

34

共通８ 松江市

出雲河川事務所と共同の防災出前授業

○日 時：令和３年１１月１７日（水）
会 場：乃木小学校
参加者：４年生１５８人（５クラス）
（３回に分けて実施）

○日 時：令和３年１０月１４日（木）
会 場：城北小学校
参加者：４年生９０人（３クラス）

市内小学校等への防災出前授業の実施 防災教育普及のため⼩中学校へ出前授業を実施
している。



境港市①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及、共助の仕組みの強化

共通８

○小中学校などと連携した斐伊川水系の洪水の特徴を踏まえた水害（防災）教育の拡充【斐伊川】
○小中学校などと連携した中海沿岸の水害の特徴を踏まえた防災教育の普及、充実【中海】

安来市

○日にち：令和３年９月２２日
○会 場：十神小学校
※コロナ対策のため各教室でリモート開催
○参加者：児童・教諭／約３８０人

十神小学校

防災学習の様子 防災学習の様子

○日にち：令和３年９月２８日
○会 場：飯梨小学校
○参加者：児童・教諭／８人
○内容：ハザードマップの内容説明など

飯梨小学校

35

■小中学校で出前講座を実施



地域防災リーダーの育成（安来市）①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及、共助の仕組みの強化

地域、学校、企業等を対象に出前講座を実施した。

36

共通８、９、１０、１６ 出雲市

地域での防災講座の様子 小学校での防災教育（防災講座）の様子



防災意識向上への「防災教育」、河川の役割を理解してもらう「河川（砂防）学習会」を実施

令和３年度の実施状況
【防災教育】 10/6南部町立会見小学校
【河川（砂防）学習会】 6/23伯耆町立八郷小（佐陀川）

会見小（防災教育）

ドローン体験

八郷小（砂防学習会）

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及、共助の仕組みの強化

共通８ 鳥取県

○小中学校などと連携した中海沿岸の水害の特徴を踏まえた防災教育の普及、充実【中海】



境港市①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及

○小中学校、保育所などと連携した地域の洪水の特徴を踏まえた水害（防災）知識の普及

島根県共通８

実施⽇︓令和３年8⽉26⽇（⽊）、12⽉20⽇（⽉）
対 象︓平⽥保育所３〜５歳児 １45名 ほか１施設

【出前講座の内容】
〇紙芝居「台⾵がくるぞ」

〇スライド「洪⽔から命を守るために気を付けること」
避難するときの合⾔葉「お・は・し・も」について

河川沿いに立地する保育園への出前講座 住民や小学校を対象とした出前講座

実施⽇︓令和３年９⽉29⽇（⽔）外４回開催
対 象︓奥出雲町⽴布勢⼩学校４年⽣ １４名 ほか４地区

出前講座の様⼦
出前講座の様⼦

【出前講座の内容】
〇川の災害（内⽔と外⽔）について

〇避難に必要な情報（警戒レベルやハザードマップなど）の⼊⼿⽅法に
ついて

〇災害から⾝を守る（防災）ための情報の⼊⼿⽅法について

38



境港市①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及、共助の仕組みの強化

○防災出前講座や避難所運営ゲーム（HUG）の実施

松江市共通９

令和３年度実施実績60回

住⺠の防災意識の向上を図るため、依頼の
あった⾃治会、事業所等へ出前講座を実施
している。

自治会等への防災出前講座

出前講座の様⼦

実施⽇︓令和３年７⽉３１⽇（⽇）
対 象︓秋⿅地区⼩５、⼩６ 約４0名

39

段ボールベッド等の組⽴体験

実施⽇︓令和３年１０⽉２０⽇（⽔）
対 象︓東出雲地区⾃治会連合会役員 約２0名

防災研修会



①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及、共助の仕組みの強化

雲南市共通９

○住民の水防災意識の向上に資するイメージ動画等のツールを活用した、より実践的な防
災教育の実施

☆避難情報、POTEKAによる気象観測情報の提供（６時間先までの雨量等予測）のほか、様々な防
災情報を配信し、住民主体の避難行動を支援。 40

普段使い慣れているケーブルテ
レビのデータ放送を活用し、気
象情報、河川水位、情報カメラ
など、各種防災情報の配信を行
った。



・防災出前講座の開催

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及、共助の仕組みの強化

共通９ 雲南市

○住民の水防災意識の向上に資するイメージ動画等のツールを活用した、より実践的な防
災教育の実施

雲南市

41

◇防災に関する出前講座の開催
自主防災組織で実施された防災訓練や外国人住民向け防災研修会において講座実施。



地域防災リーダーの育成（安来市）①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及、共助の仕組みの強化

○地域防災リーダーの育成

42

中海３、斐伊川４ 松江市

◆防災士の資格取得を支援

防災士の資格取得に係る経費を補助（受講料など）

＜資格取得実績＞

令和２年度 1０人取得

令和３年度 １人取得

松江市では地域の防災リーダーの担い⼿として、地域防災指導員設置要綱を制定し、現在９４名
に委嘱状を交付している。
また、地域防災リーダーを増やすため防災⼠資格取得の⽀援、研修会の開催等を実施している。



地域防災リーダーの育成（安来市）①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及、共助の仕組みを強化

○地域防災力向上のための人材育成

中海３、斐伊川４ 島根県

【令和３年度 島根県自主防災組織リーダー研修会 実績】
１．日 時 令和３年１１月６日（土）～７日(日)

２．場 所 安来中央交流センター

３．対 象 自主防災組織構成員、自治会関係者 約４５名

４．内 容 防災気象情報の利活用について
（松江地方気象台）
ワークショップ、まちあるき、災害図上訓練ほか

５．講 師 静岡大学防災総合センター 牛山教授
山口大学大学院 瀧本准教授 ほか

島根県

島根県

【令和３年度 避難行動要支援者・個別避難計画実務研修 実績】
１．日 時 令和３年８月２４日（火）

２．場 所 くにびきメッセ、いわみーる、市町村役場

３．受講者 市町村職員、社会福祉協議会、自主防災組織、民生委員等 約１７０名

４．内 容 基調講演「防災と福祉の連携で誰一人取り残さない防災をめざして」
先行自治体の事例発表

５．講師 同志社大学社会学部 立木教授 ほか

43



○斐伊川の水害リスクを踏まえ、商工会議所等と連携した企業向け水害（防災）教育及び
大規模氾濫を想定した自衛水防の講習会や訓練の実施

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■想定最大規模降雨における浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等

共通１０ 松江市

商工会議所と連携したHUGの実施

日 時：令和３年５月１４日（金）
会 場：まつえ南商工会玉湯支所（松江市玉湯町）
参加者：まつえ南商工会女性部 １３名
内 容：避難所運営ゲーム（HUG）

44



○中海沿岸の水害リスクを踏まえ、商工会議所等と連携した企業向け水害（防災）教育及び大
規模氾濫を想定した自衛水防の講習会や訓練の実施

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及、共助の仕組みの強化

共通１０ 安来市

■商工会議所・商工会を通じて会員企業への啓発活動を実施

【概要】
○時期：令和３年５月
○内容：安来商工会議所・安来市商工会を通じて、啓発チラシ「水害・土砂災害から自らの命、社員の命を守るために！」を会

員企業へ配布
○件数：安来商工会議所会員／約８００件・安来市商工会会員／約３００件

45



①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及、共助の仕組みの強化

松江地方気象台

○報道機関との連携

共通１１

・Web会議ツール「Zoom」を利⽤した「報道機関との懇談会」を
出雲河川事務所・浜⽥河川国道事務所と共同開催

・⽔害をはじめとする防災知識の普及・啓発・周知について連携を強化
・Web開催により 放送局・新聞社等広域かつ多数の機関を同時に結んだ
効果的・効率的な連携を実現

【開催実績とテーマ】
第1回 令和3年 6⽉ 9⽇ 「顕著な⼤⾬に関する気象情報について」「メディアとの連携について」
第2回 令和3年10⽉14⽇ 「住⺠に伝わる情報を⽬指して」「令和３年８⽉出⽔の概要」

「無堤部における氾濫発⽣情報の発表について」

報道機関との懇談会を定期的に開催
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①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及、共助の仕組みの強化

出雲河川事務所共通１１

47

地域住民に情報を提供している新聞・テレビ・ケーブルテレビ、コミュニティＦＭ等の特性を活かし、
住民が行動を起こすことにつなげるため、報道機関との意見交換会を実施

◆報道機関と松江地方気象台、出雲河川事務所、浜田河川国道事務所との合同懇談会を開催

◆開催状況

○報道機関との連携

（第１回）
○日時：令和３年６月９日（水）
○場所等：Web会議
○テーマ
・「顕著な大雨に関する情報について」
・「メディアとの連携について」

（第２回）
○日時：令和３年１０月１４日（木）
○場所等：Web会議
○テーマ
・「住民に伝わる情報を目指して」
・「令和３年８月出水の概要」
・「無堤部における氾濫発生情報の発表について」

令和３年６月９日 報道機関と松江地方気象台との合同懇談会（Ｗｅｂ会議）



災害リスクの現地表示 「まるごとまちごとハザードマップ」
（想定浸水深表示板設置の推進）

＜実施状況＞
「ハザードマップの見える化」により、水害意識の向上・防災情報の更なる周知を進める。

・米子市と連携し、米子市明道公民館（米子市東町）に設置（令和３年度）
※ 県が米子市へ浸水表示板を提供、市が設置

令和３年度 実施状況（米子市）

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及、共助の仕組みの強化

鳥取県・米子市共通１２

R4.3.30の設置式の様子（公民館長と防災安全監）



地域防災リーダーの育成（安来市）①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及、共助の仕組みの強化

○住民一人ひとりの避難計画（マイ・タイムライン）の作成支援

49

共通１３ 松江市

松江市では令和2年度に全⼾配布した防災ガイドブックにマイ・タイムラインに関する項⽬を掲載。
出前講座等で防災ガイドブックを活⽤し、マイ・タイムラインについて周知等を⾏っている。

防災ガイドブック
２７、２８頁



備蓄水防資機材情報の共有及び相互支援方法の確認

マイ・タイムラインの作成勧奨について市ホームページに掲載した。また、出前講座や、地区
防災訓練等において周知した。

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及、共助の仕組みの強化

50

出雲市共通１３



①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及、共助の仕組みの強化

出雲河川事務所共通１３

51

マイ・タイムラインを住民が自ら作成するための支援、普及のため、各地区の民生委員や自治会関係者に対して、斐伊川
や神戸川の水害リスクや防災情報と合わせて、マイ・タイムラインの目的や検討・作成方法について出前講座で説明を行い
ました。

マイ・タイムラインとは住民が一人ひとりのタイムライン（防災行動計画）であり、台風等の接近による大雨によって河
川の水位が上昇する時に、自分自身がとる標準的な防災行動を時系列的に整理し、自ら考え命を守る避難行動のための一助
とするものです。
その検討過程では、市区町村が作成、公表した洪水ハザードマップを用いて、自らの様々な洪水リスクを知り、どのよう

な避難行動が必要か、また、どういうタイミングで避難することがよいのかを自ら考え、さらには、家族と一緒に日常的に
考えるものです。

■マイ・タイムライン

■令和３年度 マイ・タイムライン作成支援状況

○住民一人ひとりの避難計画（マイ・タイムライン）の作成支援

・日 時：令和３年４月５日（月）
・場所等：川跡コミュニティーセンター
・対象者：川跡地区民生委員（１５名）

・日 時：令和３年７月３１日（土）
・場所等：高松コミュニティーセンター
・対象者：高松自治協会関係者（１０名）

令和3年4月5日 出前講座（川跡地区） マイ・タイムライン検討ツール



地域防災リーダーの育成（安来市）①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及、共助の仕組みの強化

○避難情報や防災情報等を活用した住民参加型の避難訓練の実施

52

共通１４ 松江市

松江市では防災訓練を地区主体で実施するが、その際に参加し、研修での講師を務めるなどの
⽀援を実施している。
また、それに加え、今年度は上下⽔道局と連携し、乃⽊地区の防災訓練を実施した。

乃⽊地区防災訓練
実施⽇︓令和３年１１⽉２０⽇（⼟）
会 場︓乃⽊公⺠館
参加者︓乃⽊地区住⺠約４0名

津⽥地区防災訓練
実施⽇︓令和３年６⽉１０⽇（⽔）
会 場︓津⽥公⺠館
参加者︓町内会役員 約３0名



地区災害対策本部（自主防災組織）と連携し、新型コロナウイルス感染症対策を講じた避難所開設・
運営訓練を実施した。

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及、共助の仕組みの強化

出雲市共通１４

53

出雲市佐田地域の防災訓練の様子

新型コロナウイルス感染症対策として購入し
た避難所用資機材（ワンタッチパーテーション、
段ボールベッド等）を、令和３年７月、８月の災
害時に避難所で活用した。

また、新型コロナウイルス感染症流行下に
おける避難所運営を出前講座や地区防災訓
練等において、住民の皆さんに体験していた
だいた。



支え愛マップ完成支え愛マップ作成状況 救急救命が必要な場合を見越しての訓練状況取組状況

⇒支え愛マップづくりに際し、水害・土砂災害に対する安全な避難場所等の確保などを防災部局・土木
部局が連携して助言するとともに、マップを活用した訓練を行い、地域防災力の強化を図っていく。

⽀え愛マップの主な取り組み

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及

共通１５ 鳥取県

54

支え愛マップの取り組み支援等について、次のような取り組みを実施している。

①支え愛マップづくりインストラクター養成研修
【対象者】市町村社会福祉協議会職員、市町村職員
【内 容】市町村及び社協職員等を対象とした研修会を実施し、マップづくりの意義やノウハウ

を学び、各地区においてマップづくりを広めることで災害に強い地域づくりを推進する。
今年度も開催。

【Ｒ３実績】オンラインによる開催。［8/11、8/20］

②支え愛マップづくりの取組状況
【目 標】４０地区
【Ｒ３実績（R4.2月末時点）】新たに５３地区が作成

③その他
【取組み時に活用いただきたい動画】～コロナ禍における支え愛マップづくり～（県社協作成）

https://youtu.be/4ByGD_J2V_o （YouTubeにて公開）



■ 洪水に対しリスクの高い区間である重要水防箇所を点検（視察）

■ 各市毎にマイクロバスで移動し、現地において重要水防箇所を確認

■ 現地にて重要水防箇所の評定基準等の説明

【令和３度年】
重要水防箇所の合同点検(視察)
開催日：令和３年６月14日（月）～６月24日(木)

６月１４日 米子市管内
６月１５日 出雲市管内
６月１７日 安来市管内
６月１８日 松江市管内
６月２２日 境港市管内
６月２４日 雲南市管内

中海の重要水防箇所を地域住民等と合同点検(視察)

出雲市（R3年6月15日）

安来市（R3年6月17日）

②天井川や湖沼の氾濫特性に応じた効果的な水防活動の実施（斐伊川）
②中海の浸水特性に応じた効果的な水防活動及び施設運用の取組（中海）
■水防活動の効率化及び水防体制の強化

○出水期までに、県、市の担当者や災害応急対策活動等に関する基本協定締結業者等が参
加する重要水防箇所の合同点検を実施

出雲河川事務所共通１６
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【令和４度年】
出水期までに合同点検を実施する予定



洪水から我がまちを守ろう ～平成28年度斐伊川水防演習を開催～

水防専門家による水防工法の指導

竹流し工

②天井川や湖沼の氾濫特性に応じた効果的な水防活動の実施
■水防活動の効率化及び水防体制の強化

○斐伊川伊川水防演習と合わせて、水防専門家を講師とした水防工法の講習会を実施予定
であったが、令和３年度、令和４年度はコロナウィルス感染拡大防止のため開催を中止した。
○水防工法に関する資料及び情報について提供予定。

令和元年度は、6月2日（日曜日）に雲南市三刀屋町下熊谷地先の斐伊川高水敷にて開催。

ロープワーク

月の輪工釜段工

積み土のう工

シート張り工

出雲河川事務所斐伊川５
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備蓄水防資機材情報の共有及び相互支援方法の確認

■水防管理団体等と河川管理者との間において水防に必要な情報の交換を行い、洪水時等における協力体制

の強化を図ることを目的として、『斐伊川水系水防連絡会』を開催。

■関係機関の備蓄水防資機材の整備状況、出雲河川事務所の災害対策用機械の保有状況及び支援要請方法等

を確認。

■関係機関の水防連絡体制（系統）を確認。

■水防団の知識・技能向上に向け水防専門家派遣制度等を紹介。

○備蓄水防資機材情報の共有及び非常時における相互支援方法の確認

②天井川や湖沼の氾濫特性に応じた効果的な水防活動の実施（斐伊川）
②中海の浸水特性に応じた効果的な水防活動及び施設運用の取組（中海）
■水防活動の効率化及び水防体制の強化
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出雲河川事務所斐伊川６
共通１７

斐伊川水系水防連絡会
【令和４年度】

令和４年６月１７日に開催。

【令和３年度】【令和２年度】
コロナウィルス感染拡大防止のため書面配布により実施。

【令和元年度】
開催日：令和元年６月２０日（木）
会 場：松江国道事務所 大会議室
参加者：国、鳥取県、島根県、境港市、米子市、安来市、松江市、出雲市、雲南市等の担当者



中海の重要水防箇所を地域住民等と合同点検(視察)②中海の浸水特性に応じた効果的な水防活動及び施設運用の取組
■施設運用の確実な実施

○排水施設の操作説明会の実施

出雲河川事務所中海１４

○講習会実施日（令和３年度）

5月28日 安来市
6月 2日 境港市、松江市(江島地区)
6月 4日 米子市
6月 7日 松江市(朝酌地区)
6月 9日 松江市(東出雲地区)
6月10日 松江市(本庄地区)
※松江市は広域であるため、ブロックに分けて実施

 令和３年５月２８日～６月１０日にかけて、各市毎に操作委託を行っている操作員及び市の担当職員を対象に講習会
を実施。令和４年度は６月１日～９日に実施予定。

 講習会は、出水期前に水位等の情報入手方法、操作要領の把握、適切な施設操作及び点検を行うこと等を目的とし、
座学と現地における操作及び点検方法の説明を実施。

○講習会の説明内容

・排水門操作に関する留意事項
・水位情報等の入手方法
（電話応答、川の防災情報、潮位予測情報等）

・操作要領（操作水位）の確認
・適切な操作及び点検方法について
・不具合が発生した場合の対処方法
・操作記録簿の作成方法
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安来市会場(R3.5.28) 福井中川排水門(R3.5.28)

田代川排水門(R3.6.2) 大井中溝川排水門(R3.6.7)



○大橋川改修

③長期化する浸水を一日も早く解消するための排水対策
■排水活動に資する基盤等の整備
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出雲河川事務所斐伊川７

下流拡幅部の用地交渉、堤防整備の促進、平成18年豪雨により浸水した地区の堤防整備を

促進させ、早期に安全性の向上を図ります。

令和４年度は、下記地区における築堤護岸、用地補償等を実施します。

H18.7浸水状況：東本町（松江市）

○ ： 令和４年度実施箇所



○想定最大規模高潮における浸水シミュレーションの実施・公表
○高潮の予測・予測手法の検討

③予測しづらい高潮への対応能力を高める取組
■想定最大規模高潮における浸水シミュレーションの実施・公表等

出雲河川事務所中海５

・ 「高潮浸水想定区域図作成の手引き （H27.7）」を参考に、中海における高潮シミュレーションを
実施中。

×：境潮位偏差最大時の台風中心位置
○：境気圧最低時の台風中心位置

台風コースの選定

高潮推算

(m/s)

中海モデルによる風場の再現状況
(平成15年台風による再現検証）

台風通過後の風場の状況が
再現できていることを確認
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